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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に円板クラッチに使用される噛み合いユニットで、噛み合いディスク（3、14）には
外歯形状部分（8、15）を設けており、カップリングケージ（2、17）のケーシングは、噛
み合いディスク（3、14）の外歯形状部分（8、15）とお互いに補い合う形状の内歯形状部
分（4、18）を備えており、噛み合いディスク（3、14）をカップリングケージ（2、17）
に組み込むようにした噛み合いユニット（1）において、
　組み込んだ状態で内歯形状部分（4、18）が外歯形状部分（8、15）の外周部よりも半径
方向の内部で噛み合っており、
　外歯形状部分（8、15）および／または内歯形状部分（4、18）が、内歯形状部分（4、1
8）および／または外歯形状部分（8、15）に対して押さえ嵌めされており、
　外歯形状部分（8、15）が予圧を与えバネ弾性を持たせて内歯形状部分（4、18）内に組
み込まれていることを特徴とする噛み合いユニット。
【請求項２】
　前記内歯形状部分（4、18）と外歯形状部分（8、15）とは、半径方向および／または接
線方向に噛み合っていることを特徴とする請求項１に記載の噛み合いユニット。
【請求項３】
　前記噛み合いディスク（3、14）の外歯形状部分（8、15）は、前記カップリングケージ
（2、17）のケーシングの外周面で噛み合っていることを特徴とする請求項１または２に
記載の噛み合いユニット。
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【請求項４】
　カップリングケージ（2、17）のケーシングは、前記内歯形状部分（4、18）を構成して
いる部分を有することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の噛み合いユニット
。
【請求項５】
　カップリングケージ（2、17）のケーシングにおいて、少なくとも一つの第１のスリッ
ト状切り抜き部分（10、22）を歯（5、19）または歯間空間（6、20）のところに、および
／または少なくとも一つの第２のスリット状切り抜き部分（21）を歯（5、19）または歯
間空間（6、20）のところに設けていることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記
載の噛み合いユニット。
【請求項６】
　少なくとも一つの第１のスリット状切り抜き部分（10、21）または第２の切り抜き部分
（21）がカップリングケージ（2、17）の軸方向終端まで延伸していることを特徴とする
請求項１から５のいずれかに記載の噛み合いユニット。
【請求項７】
　第１のスリット状切り抜き部分（10、22）が少なくとも噛み合いディスク（3、14）の
外歯形状部分（8、15）のところにより挿通噛み合いできることを特徴とする請求項１か
ら６のいずれかに記載の噛み合いユニット。
【請求項８】
　少なくとも一つの第１のスリット状切り抜き部分（10、22）が少なくとも一つの外歯形
状部分（8、15）の歯（7、16）により挿通噛み合いできることを特徴とする請求項１から
７のいずれかに記載の噛み合いユニット。
【請求項９】
　少なくとも一つの第１のスリット状切り抜き部分（10、22）ないし第２のスリット状切
り抜き部分（21）が基本的にカップリングケージ（2、17）の軸方向に延伸していること
を特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の噛み合いユニット。
【請求項１０】
　少なくとも一つの外歯形状部分（8、15）の側面（11、23）が、形状的および機能的に
補う内歯形状部分（4、18）の側面（13、24）とともに、少なくとも部分部分で半径方向
に対して傾いたスライド面を形成していることを特徴とする請求項１から９のいずれかに
記載の噛み合いユニット。
【請求項１１】
　外歯形状部分（8、15）ないし内歯形状部分（4、18）の少なくとも一つの歯（7、16、5
、19）の両側面（11、23、13、24）が少なくとも部分部分で半径方向にテーパーに延伸し
ていることを特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載の噛み合いユニット。
【請求項１２】
　外歯形状部分（8、15）および／または内歯形状部分（4、18）の少なくとも一つの側面
（11、23、13、24）に、内歯形状部分（4、18）および／または外歯形状部分（8、15）の
歯先セグメント（28）および／または歯元セグメント（29）が食い込む切り込み（12、25
）および／または突起（12、25）を設けていることを特徴とする請求項１から１１のいず
れかに記載の噛み合いユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のプレアンブルに記載された、例えば円板クラッチシステムに使用
する噛み合いユニットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の噛み合いユニットは殊に、しかし限られるものではないが、ダブルクラッチで
円板クラッチシステムを駆動接続するために使用される。
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　従来技術で公知の噛み合いユニットは、基本的に噛み合いディスクとカップリングケー
ジで構成している。この場合、噛み合いディスクには円周方向に伸びる外歯形状部分があ
る。カップリングケージには、噛み合いディスクの外歯形状部分と部分部分で形状的およ
び機能的に補う内歯形状部分を設けている。噛み合いユニットを組み立てるときは、外歯
形状部分のついた噛み合いディスクをプレスにより、カップリングケージの内歯形状部分
に嵌め込む。
【０００３】
　噛み合いディスクとカップリングケージには、嵌め込んだ状態で共通の回転軸がある。
噛み合いユニットの回転数が高いときには殊に、噛み合いディスクに対してカップリング
ケージが基本的に半径方向に拡がることが起きる。これにより、高回転数のもとでは、カ
ップリングケージの外歯形状部分と噛み合いディスクの内歯形状部分間の側面スキマが大
きくなるという結果を招く。それにより、伝達された回転モーメントが強い振動に負ける
時に殊に、気になるカタカタ音が発生する場合がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、この従来技術から脱却して、上記の種類のカタカタ音を大きく減少す
るような噛み合いユニットを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の特徴部分で示す噛み合いユニットにより、この課題を解決する。すなわち、
本発明は、円板クラッチに使用される噛み合いユニットで、噛み合いディスク（3、14）
には外歯形状部分（8、15）を設けており、カップリングケージ（2、17）のケーシングは
、噛み合いディスク（3、14）の外歯形状部分（8、15）と少なくとも部分部分で形状的お
よび機能的に補う内歯形状部分（4、18）を備えており、噛み合いディスク（3、14）をカ
ップリングケージ（2、17）に組み込むようにした噛み合いユニット（1）において、
　組み込んだ状態で内歯形状部分（4、18）および外歯形状部分（8、15）が少なくとも部
分部分で噛み合っていることを特徴とする。
【０００６】
　本発明のメリットある実施形態や別の形成は、従属クレームの対象である。
　この種の噛み合いユニットから脱却して、本発明の基本的な考えは、遠心力の影響ある
ところで発生する不均等な半径方向の、カップリングケージと噛み合いディスクの拡がり
を利用して、外歯形状部分と内歯形状部分を少なくとも部分部分で噛み合わせるというこ
とである。半径方向および／または接線方向に働く噛み合いにより、遠心力により少なく
とも内歯形状部分は、外歯形状部分の対応する作用部分に対して押しつけられる。それに
より、内外歯形状部分の間にガタのない押さえ嵌め合いが生まれる。これが結果として、
本発明により遠心力の影響下でも、従来技術で分かっている内外歯形状部分間のスキマの
増大を抑える。内外歯形状部分の間で噛み合う形式や方法は、本発明の原理では基本的に
重要でない。それで例えば、内歯形状部分の少なくとも一つの歯が、外歯形状部分の少な
くとも一つの歯または歯間空間と噛み合うことが可能である。外歯形状部分の少なくとも
一つの歯が内歯形状部分の少なくとも一つの歯または歯間空間と噛み合うことも可能であ
る。
【０００７】
　好ましい実施例によれば、カップリングケージのケーシングの外径面が、少なくとも部
分部分で噛み合いディスクの外歯形状部分のところで噛み合っている。これは殊にメリッ
トがあり、外歯形状部分が噛み合う結果、噛み合いディスクが外側面でカップリングケー
ジを少なくとも部分部分で支持するので、遠心力が働くところで、内外歯形状部分でガタ
のない接続を生み出すだけでなく、カップリングケージ全体の拡がりや変形を著しく減ら
す。
【発明の効果】
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【０００８】
　本発明により、カップリングケージで遠心力の張りを減らすことにより、カップリング
ケージを製造技術的に簡単に、それにより例えば深絞り加工や曲げ加工を使ってコスト的
に有利に製造することが可能である。その結果、カップリングケージのケーシングを少な
くとも内歯形状部分の範囲でその形状をした構成部品により構成することができる。
【０００９】
　本発明の好ましい構成によれば、カップリングケージに少なくとも一つの第１のスリッ
ト状切り抜き部分、および／または少なくとも一つの第２の切り抜き部分を設けている。
第１のおよび／または第２のスリット状切り抜き部分を歯または歯間空間のところに設け
ている。本発明によれば、第１のスリット状切り抜き部分は基本的に、少なくとも噛み合
いディスクの外歯形状部分のところで貫通噛み合いしている。この実施例の構成としては
、内歯形状部分の少なくとも一つの歯に噛み合いディスクの少なくとも一つの歯が貫通噛
み合いをするスリット状切り抜き部分を設けており、またはカップリングケージの少なく
とも一つの歯間空間に噛み合いディスクの外歯形状部分の歯が貫通噛み合いする切り抜き
部分を設けるということもできる。第２のスリット状切り抜き部分の効果により、カップ
リングケージがバネのように変形できる。
【００１０】
　特に好ましい実施例によれば、第１のないし第２の少なくとも一つのスリット状切り抜
き部分が、カップリングケージの軸方向終端まで延伸している。このメリットは、噛み合
いディスクとカップリングケージをより簡単に組み立てられ、カップリングケージがより
高いバネ弾性を有することである。
【００１１】
　別の実施例によれば、外歯形状部分ないし内歯形状部分が、内歯形状部分ないし外歯形
状部分に対して円周方向で少なくとも部分的に大きな寸法になっていると、特にメリット
がある。そこで例えば、大きな寸法でつくった噛み合いディスクの外歯形状部分が、例え
ばカップリングケージの軸方向終端まで延伸する少なくとも一つの第２のスリット状切り
抜き部分と接続して、カップリングケージが噛み合いディスクに対して半径方向および／
または円周方向に働く予圧に効果を及ぼす。これにより、遠心力の影響が無視できるほど
小さく耐えられない低回転数に起きるカタカタ音またはうなり音を減らすことが必要な時
に、メリットがある。
【００１２】
　さらに別の殊に好ましい実施例によれば、内歯形状部分の側面と形状的機能的に補い合
う外歯形状部分の少なくとも一つの側面が、少なくとも部分部分でカップリングケージと
噛み合いディスクの半径方向に対して斜面のスライド面を形成している。側面が斜面であ
ることにより、噛み合いユニットの高回転数でも低回転数でも、内、外歯形状部分の間に
基本的にガタのない嵌め合いを生じさせる。特別な構成においては、内、外歯形状部分の
少なくとも一つの歯の両側面が、少なくとも部分部分で半径方向にテーパーになっている
。
【００１３】
　接続に関する別の実施例では、内、外歯形状部分側面の少なくとも一つに、切り込みお
よび／または突起を設けており、内歯形状部分ないし外歯形状部分の歯先ないし歯元が少
なくとも範囲として噛み合うようにしている。この構成により例えば、低回転数および高
回転数で、噛み合いディスクとカップリングケージをガタなしで接続することが可能であ
る。それで例えば、限定されるものでないが、側面がテーパー状であることから予圧によ
り低回転数でスキマの自由度をもたせ、さらに高回転数では切り込みないし突起と歯先な
いし歯元セグメントのところで、内外歯形状部分が部分部分で噛み合いすることによりス
キマの自由度を設けることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　異なった実施例を記載している図により、以下に本発明を更に詳細に説明する。
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　図１は、カップリングケージ2および噛み合いディスク3で構成しており、例えば円板ク
ラッチシステムに使われる本発明による噛み合いユニット1を示している。基本的に回転
方向に対称な噛み合いディスク3は、呈示している実施例では鉄板のプレス部品で構成し
ている。基本的に回転方向に対称なカップリングケージ2も同様に、例えば深絞りのよう
な鉄板プレス工程によりつくる。カップリングケージ2のケーシングの円周方向に設けた
内歯形状部分4は、基本的にお互いが同じ間隔の歯5で構成している。歯5の間隔は歯の中
間部分6によって決まる。
【００１５】
　噛み合いディスク3には、円周方向に基本的に同じ間隔で前後して配置されている歯7を
有している。歯7は噛み合いディスク3の外歯形状部分8を構成している。噛み合いディス
ク3の外歯形状部分8とカップリングケージ2の内歯形状部分4は、個々の歯5、7のところで
、形状的および機能的にお互いに補うように構成している。噛み合いユニット1を組み立
てた状態では、外歯形状部分8と内歯形状部分4はお互いに噛み合っている。カップリング
ケージ2と噛み合いディスク3は、組み立てた状態で共通の回転中心9を有している。
【００１６】
　本発明によれば、カップリングケージ2の内歯形状部分4は、少なくとも部分部分で噛み
合いディスク3の外歯形状部分8と噛み合っている。呈示している実施例では、カップリン
グケージ2には、歯5のところで第１のスリット状切り抜き部分10があり、そのとき、それ
ぞれの第１のスリット状切り抜き部分10は、夫々噛み合いディスク3の外歯形状部分8にあ
る歯7に少なくとも部分部分で挿通して噛み合っており、外歯形状部分8と内歯形状部分4
が噛み合っている。そのとき、噛み合いディスク3にある外歯形状部分8のそれぞれの歯7
には、お互いがテーパー状に走る側面11がある。その場合、それぞれの歯7は回転中心9の
方向に細くなっている。さらに、各側面11には、カップリングケージ2の内歯形状部分4に
ある歯先セグメント28が噛み合う切り込み12がある。歯先セグメント28は、呈示している
実施例では、基本的にカップリングケージ2の内歯形状部分4にあるスリット状切り抜き部
分10の縁部分で構成されている。
【００１７】
　回転中心9の周りに高回転数で回転運動をするとき、従来技術による噛み合いユニット1
では、噛み合いディスク3に対してカップリングケージ2の拡がりが発生する。本発明によ
れば、この広がりを以下のようにして阻止している。一つには、歯先セグメント28が外歯
形状部分8の歯7の側面11に設けている切り込み12と噛み合い、さらに、それぞれの歯7の
両側面11がテーパー状に伸びていることにより、そして、内歯形状部分4の側面13がテー
パー状に伸びていることから、内歯形状部分4の側面13が半径方向に本質的に動くことを
阻止する。すなわち、従来技術で公知となっているカップリングケージ2の半径方向への
拡がりを起こさない。
【００１８】
　図２は、外歯形状部分15をもつ噛み合いディスク14の本発明による別の実施例を示して
おり、その外歯形状部分はお互いに等間隔にある歯16により構成している。隣接した二つ
の歯16の間隔は歯間空間27により決まる。カップリングケージ17には円周方向に内歯形状
部分18がある。内歯形状部分18は、お互いに基本的に等間隔にある歯19により構成してい
る。隣接した二つの歯19の間隔は歯間空間20により決まる。呈示している実施例では、そ
れぞれの歯19のところだけでなく夫々の歯間空間20のところにも、それぞれ第２のスリッ
ト状切り抜き部分21だけでなく第１のスリット状切り抜き部分22を設けている。それぞれ
の第１のスリット状切り抜き部分22には、噛み合いディスク14の歯16が挿通されて噛み合
っている。
【００１９】
　呈示している実施例では、噛み合いディスク14の歯16はカップリングケージ17の内歯形
状部分18に対して、円周方向で大きな寸法につくっている。カップリングケージ17の歯19
のところで第２のスリット状切り抜き部分21により、噛み合いディスク14に対してカップ
リングケージ17自体に弾性的に予圧をかけることができる。噛み合いディスク14の各歯16
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ある各歯16の各側面23のところには、それぞれ歯元セグメント29が噛み合う切り込み25を
加工している。歯元セグメント29は、歯間空間20にある第１のスリット状切り抜き部分22
の縁範囲で形成している。
【００２０】
　カップリングケージ17に、低い回転数において、噛み合いディスク14の歯16の側面23が
半径方向外向きに細くテーパー状に伸びていることにより、そして外歯形状部分15が内歯
形状部分18に対して円周方向で大きな寸法につくっているという状況により、基本的にガ
タがなく噛み合いディスク14に対してバネのように弾性的に予圧をかけている。回転中心
26を中心とする高回転速度では、カップリングケージ17の内歯形状部分18は遠心力が働い
て、歯元セグメント29により外歯形状部分15の歯16の切り込み25に押さえられる。噛み合
いディスク14の外歯形状部分15とカップリングケージ17の内歯形状部分18の間で、基本的
にガタのない押さえ嵌め合いが得られる。
【００２１】
　更に図３には、図２による本発明の実施例を組み立てていない状態で、完全な状態では
ないが遠視図を示している。外歯形状部分15のついた噛み合いディスク14、および内歯形
状部分18のついたカップリングケージ17であることがわかる。さらに、内歯形状部分のと
ころで、カップリングケージの軸方向終端まで延伸する第１のスリット状切り抜き部分22
を描いている。描いていないのは、例えば第２の切り抜き部分21である。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明による噛み合いユニットの実施例について上から見た一部を示す図。
【図２】本発明の別の実施例についての上から見た一部を示す図。
【図３】図２の第二の実施例において、組み立てていない状態で噛み合いディスクとカッ
プリングケージの遠視図。
【符号の説明】
【００２３】
１　　噛み合いユニット　　　　　　　　　　２　　カップリングケージ
３　　噛み合いディスク　　　　　　　　　　４　　内歯形状部分
５　　カップリングケージの歯　　　　　　　６　　カップリングケージの歯間空間
７　　噛み合いディスクの歯　　　　　　　　８　　外歯形状部分
９　　回転中心　　　　　　　　　　　　　　１０　第１のスリット状切り抜き部分
１１　噛み合いディスク歯の側面　　　　　　１２　切り込み／突起
１３　カップリングケージ歯の側面　　　　　１４　噛み合いディスク
１５　外歯形状部分　　　　　　　　　　　　１６　噛み合いディスクの歯
１７　カップリングケージ　　　　　　　　　１８　カップリングケージの内歯形状部分
１９　カップリングケージの歯　　　　　　　２０　カップリングケージの歯間空間
２１　第２のスリット状切り抜き部分　　　　２２　第１のスリット状切り抜き部分
２３　噛み合いディスク歯の側面　　　　　　２４　カップリングケージの側面
２５　切り込み／突起　　　　　　　　　　　６　回転中心
２７　噛み合いディスクの歯間空間　　　　　２８　刃先セグメント
２９　歯元セグメント
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